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Ⅰ．人身災害発生状況について
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１．2018年度の安全活動（3本の柱）
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２．災害発生状況（1／5）

・2019年1月末度数率は「1.85」（2018年1月末は「1.42」）

・2018年度の発生件数は18件で2017年度末の17件を既に1件上回る状況

（1）2017年度，2018年度 全災害発生状況と度数率（＊）（熱中症を含む）

(＊)度数率：100万延実労働時間当たりの

労働災害による負傷者数
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２．災害発生状況（2／5）

・2019年1月末度数率は「1.03」（2018年1月末は「0.89」）

・2018年度の発生件数は10件で年度末目標「0.7」は達成できない見通し

（2）2017年度，2018年度 災害発生状況と度数率（熱中症を除く）

年度末目標

0.7
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２．災害発生状況（3／5）

（3）災害発生状況推移（熱中症を除く）

・2019年1月末時点で10件発生（2018年1月末と同件数）

・2017年度は0件であった重傷災害が2件発生
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２．災害発生状況（４／5）

（４）災害度数率推移（熱中症を除く，不休災害を除く）
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2019年1月末で
熱中症を除く災害
は10件であり、
年度末まで無災害
を継続すると震災
後最少件数となる

休業災害は3件で
2015年度以降同
数となっている
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２．災害発生状況（５／5）

（５）災害の「型別」発生状況推移（熱中症を除く）

・「転倒・つまずき」「飛来・落下」」が各2

件、「挟まれ・巻込まれ」「切れ・こすれ」

が１件、「その他」が４件発生
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３．災害一覧（１／３）

8

年 月 日

1 2018 5 16 構内協力企業棟
熱中症
Ⅰ度

不休

Ｈ６北エリアタンク間
連結ホース他撤去・除
却工事における 体調不
良者の発生

作業終了後、構内協力企業棟で片付けを実
施していた際、体調不良を訴えた。

50代 5
片付作
業中

2 2018 6 1
既設ALPS建屋
内

転倒・
つまず

き
不休

既設ALPS用HIC交換
作業時に車止めに躓き
左足負傷

トレーラーの後退誘導をしていた際、ト
レーラー停止位置用固定ストッパーに躓き
転倒した。

40代 6.5
本作業

中

3 2018 6 16 南側護岸の北側 その他 不休
コアボーリング作業中
に左手人差し指を骨折

コアボーリング施工中､回転したハンドル
を止めようとして回転部に手を入れたとこ
ろ、左手人差し指をハンドルで殴打した｡

40代 0.29
本作業

中

4 2018 7 2 ６号Ｔ／Ｂ地下
熱中症
Ⅱ度

軽傷Ⅱ
火報発生対応における
体調不良者発生

委託消防隊員が交代休憩のため建屋内の現
場から外の休憩場所へ戻る際、出口経路を
見失い建屋内をさまよい体調不良になっ
た。

50代 2.67
本作業

中

5 2018 7 2 ＥＲ室入口前
熱中症
Ⅰ度

不休
保安資材管理業務委託
における体調不良者発
生

作業終了後、車を大型休憩所近傍の駐車エ
リアに停め入退域管理棟へ歩いて戻る途
中、体調不良を訴えた。

３０代 6
作業後
発症

6 2018 7 24

５・６号機北側
ヤードFタンク
エリア（Ｃ６タ
ンク上部）

切れ・
こすれ

不休
ＰＥ管加工作業中、
カッターにて左膝内側
切創

ＰＥ管敷設作業において、安全カッターで
ＰＥ管加工部のアラミドテープを除去する
際に刃先が滑り左膝内側を切創した。

20代 1.25
本作業

中

年齢
震災後
1F経
験(年)

作業
状況

№

発生

場所 種類
傷害
程度

件　　　　名 概　　　　　要



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製 転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

３．災害一覧（２／３）
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年 月 日

7 2018 8 3 サイトバンカ
熱中症
Ⅰ度

不休

１～４号機セシウム吸
着装置保守管理他業務
委託における体調不良
者の発生

作業終了後、大型休憩所で体調不良を訴え
た。

20代 0.17
作業後
発症

8 2018 8 23
Ｈ６（Ⅰ）タン
クエリア

熱中症
Ⅰ度

不休

雨水移送設備ＰＥ管他
設置工事作業終了後に
おける体調不良者の発
生

作業終了後、大型休憩所で体調不良を訴え
た。

40代 2
作業後
発症

9 2018 8 23
車両スクリーニ
ング場

熱中症
Ⅰ度

軽傷Ⅰ
車両測定・除染業務に
おける体調不良者の発
生

体調不良のため帰宅し、病院で診察を受け
た結果、熱中症と診断された。

50代 6.17
作業後
発症

10 2018 9 6
瓦礫類一時保管
エリア

熱中症
Ⅱ度

不休

瓦礫類一時保管エリア
多層化工事に従事した
作業員の
熱中症発症

作業終了後、 免震重要棟で体調不良を訴
えた。

40代 0.33
作業後
発症

11 2018 9 6
4号機T/B海側
ヤード

その他 不休
津波対策工事での体調
不良者発生（脱水症）

体調不良のため帰宅し、病院で診察を受け
た結果、脱水症と診断された。

40代 5
作業後
発症

12 2018 9 14
増設雑固体廃棄
物焼却建屋（新
設中）

飛来・
落下

軽傷Ⅰ
型枠解体中、単管パイ
プにて左手中・人差指
負傷

型枠解体中に単管パイプが抜け落ち1階床
コンクリート面まで落下後、作業していた
仮設足場まで跳ね上がり、左手中・人差指
に接触した。

30代 0.25
本作業

中

年齢
震災後
1F経
験(年)

作業
状況

№

発生

場所 種類
傷害
程度

件　　　　名 概　　　　　要
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３．災害一覧（３／３）
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※１：診断結果は「右小指指尖部欠損」であり、後遺障害が認定された場合「重傷」となる。

※１

年 月 日

13 2018 10 2
Ｈ５タンクエリ
ア

挟ま
れ・巻
込まれ

重傷

Ｈ５エリアタンク他設
置工事における非破壊
検査中の右小指はさま
れ

突風により旋回足場が急に逆方向に動いた
ため、体勢を崩し咄嗟にタンク上部の旋回
足場レールに右手を掛け、動いた滑車と
レールの間に右手小指が挟まれた。

40代 0.17
本作業

中

14 2018 10 10 資材ヤード
熱中症
Ⅰ度

不休
３号機タービン建屋他
防水性向上対策工事体
調不良者発生

作業終了後、 免震重要棟で体調不良を訴
えた。

40代 3
作業後
発症

15 2018 10 24
化学分析棟1階
ボンベ室

その他 不休
ガスボンベ交換作業時
における口唇負傷

ボンベの閉止キャップを外そうとしたとこ
ろ、通常より固かったため力を入れた際
キャップが急に緩んだことから、勢い余っ
て専用スパナが右上唇部に当たった。

50代 1.67
本作業

中

16 2018 10 25
大型機器点検建
屋

転倒・
つまず

き
不休

フランジタンク片除染
作業時、左足を踏み外
し太もも負傷

架台吊り上げ時のガイドロープを取り付け
るために外していたグレーチング開口部に
誤って左足を踏み外した。

40代 0.58
本作業

中

17 2018 10 30 4号機T/B 2FL
飛来・
落下

不休
足場解体作業における
負傷

ブラケット材を通いロープで吊り降ろす
際、足場２段目に引っ掛かり自重で引っ掛
かりが外れた際に反動で大きく振れ近傍の
作業員に接触した。

50代 6
本作業

中

18 2018 12 14 大芋沢水路
倒壊・
崩壊

重傷

大芋沢水路復旧工事に
おける型枠解体作業
中、鋼製型枠が倒れて
両足負傷

型枠解体作業中、妻型枠を外さなければ鋼
製型枠の転倒は無いと思い込みパイプサ
ポートを外したことから、鋼製型枠が倒壊
し両足を挟まれた。

40代 4.75
本作業

中

年齢
震災後
1F経
験(年)

作業
状況

№

発生

場所 種類
傷害
程度

件　　　　名 概　　　　　要
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Ⅱ．熱中症予防対策実施状況について

11



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製 転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

３．トピックス
（１）2018年度は例年にない猛暑だったた

め、全国において、熱中症による救急搬
送人員数(6月～9月)＊1は、2017年度以
前に比べ2018年度は、ほぼ倍に増加した。

一方、福島第一原子力発電所（1F）で
は2018年度の熱中症の発症は、2017年
度に比べ２人増に留まった。
（6人⇒ 8人）

＊1 出典：総務省消防庁ＨＰ（救急搬送状況）

（２）2018年度のWBGT＊2値は7月,8月の2

ヶ月に亘り、高い値を示したことも影響し、

8月に3人の熱中症が発症した。

＊2：暑さ指数（湿球黒球温度）：Wet Bulb Globe Temperature

（３）2017年度と同様に、2018年度も10

月に熱中症が発症した。10月に熱中症が

発症するのは、３年連続となった。

１．１F熱中症の発症数－全国救急搬送数

２．WBGT値と月別発症状況

１．2018年度 熱中症の発症状況
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方針 目的 対策（アクションプラン）
社員・作業員への熱中症教育の実施

協力企業からの熱中症対策での教育内容確認

クールベスト・保冷剤着用の呼びかけ（ＷＢＧＴ値25℃以上）

熱順化の対応強化（作業時間の管理等）

情報掲示板・ポスター等での呼びかけ

クールベスト保冷剤・冷蔵庫の配備・管理

ＷＢＧＴ表示器、測定器及び表示器の配置

ＷＢＧＴ測定器・表示器（ソーラー式）及び時計の運用

救急医療室（ＥＲ）での応急治療・緊急移送体制の確保

給水車の配備・管理

熱中症管理者からの日々指導（体調管理、水分・塩分摂取、保冷剤着用等）

保冷剤着用と原則連続作業時間を２時間以下規制（ＷＢＧＴ値25℃以上時）

作業現場のＷＢＧＴ値が30℃以上時、作業原則中止　（主管部による許可作業を除く）

元請管理者による作業前の体調管理（体温、血圧、アルコールチェッカー実測）

元請管理者による健康診断結果、熱中症含む既往歴確認と状況に応じた配慮

酷暑時間帯の原則作業禁止（14時～17時）

作業エリア毎のＷＢＧＴ値の確認と管理＊

「１Ｆの夏場作業（４月～10月）の経験がない作業員」の識別化、熱中症予防の徹底＊

作業前のフェースtoフェースの体調管理＊

各ゾーンに応じた身体的な負荷の少ない装備への変更推進

屋外作業時に日よけ使用の推奨

＊2018年度重点項目

熱中症の意識向上
（教育）

熱中症教育の実施

熱中症予防対策
の周知

クールベスト・保冷剤
の着用と適切な休憩

熱中症の防止と
発症時

協力企業と一体となった
確実な熱中症予防

熱中症統一ルール
の徹底

作業環境の変更に伴う
身体負荷の軽減

２．熱中症予防対策（2018年度全体）

熱中症予防対策強化期間（４月 ～10月）
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201８年度の熱中症予防対策の重点項目は、以下のとおり。
１．熱中症予防対策強化期間の延長：5月～9月⇒4月～10月

・2018年3月は例年比べ気温の高い日が続いたため、熱中症予防対策強化期

間を4月（従来は5月開始）から開始。

・寒暖差のある10月（特に台風通過後など）は、気温が上昇して熱中症の発

症の可能性が高いことから、熱中症予防強化期間を10月まで延長。

２．作業エリア毎のWBGT値の確認と管理

・作業エリア毎、作業状況に応じてWBGT値の測定をすることで、きめ細か

い管理を実施。

３．１Fの夏場作業の経験のない作業員への識別化

・2017年度に1F経験の浅い作業員に多く熱中症が発症したことから、

2018年度も、それらの作業員に対しきめ細かな指導の手助けとなる方策と

して、識別管理を実施。

４．作業前のフェースtoフェースにより体調管理

・熱中症管理者は、作業前等では作業員の体調確認をチェックシートのみなら

ず、実際に作業員への声掛け、顔や仕草等を直接確認することにより、熱

中症の発症の可能性をいち早く察知することを指導。

３．熱中症予防対策（2018年度重点項目）
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【2018度における熱中症の発症状況の特徴】
・2018年度の熱中症は、作業中に自身の体調変化に気付かず進行し、休憩中

や作業後での発症が増加。
・2018年度も10月に熱中症が発症。

【2018年度の特徴を踏まえた期中の対策の強化】
１．熱中症予防に向けたルールの改定

2018年度は、熱中症ルールの理解不足や作業の重軽作業の配慮不足によっ
て熱中症が発症する傾向があった。そのことから、WBGT値の管理区分を見直
した。さらにその管理区分も作業員が理解しやすいよう、一般的な管理区分に
熱中症予防のルールを改定したことで、熱中症対策の強化を図った。
・WBGT25℃から30℃の間での体調不良の進行を抑制するため、28℃での

管理ポイントを設ける。
・WBGT値の管理区分を一般的に使われている区分に統一。

２．救急医療室（ER）へ行きやすい雰囲気作り
・当社と元請幹部によるグループ討議を実施し、「ERに行きやすい雰囲気作

りに努める」との安全行動声明を宣言した。
３．適切な塩分と水分補給の方法の周知

・適切な水分や塩分の補給の仕方など、熱中症予防のための基礎知識を周知し
て、熱中症予防の強化を図った。

４．熱中症予防対策（2018年度期中強化対策）
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１．2018年度の評価
（１）例年にない猛暑の中で熱中症の発症は２人増

2018年度が例年にない猛暑であり全国の熱中症による救急搬送数がほぼ倍

増の中で、１Ｆの熱中症は2017年度(6人)に比べ、2人増（8人）であった。

この状況から2018年度の熱中症予防対策は有効であったと評価している。

（２）3年連続して10月に熱中症が発症
10月に気温、WBGT値が20℃を超える環境下でのY装備作業があったこと

や寒暖差の大きい作業環境下で熱中症が発症した。

（３）１F作業経験の浅い作業員の熱中症は減少
識別管理を実施したことにより、１F作業経験の浅い作業員の熱中症発症が減

少した。

（４）休憩中・作業後の熱中症発症が増加
休憩中・作業後に熱中症が発症するケースが多くあったことから、休憩取得

のルール見直し（WBGT値28～30℃未満で重負担作業⇒連続作業時間を１時

間以下）や休憩中の適切な塩分と水分補給の方法を周知した。

２．2019年度の取組み
2019年度も2018年度の熱中症防止ルールを継続していく。

また、10月の熱中症の撲滅を図るため、更なる熱中症防止対策の検討を行う。

５．2018年度熱中症予防対策の評価と2019年度の取り組み
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【参考】熱中症予防統一ルールとWBGTの一般的な管理区分

○熱中症統一ルール ○WBGTの一般的な管理区分
＊出典：環境省ＨＰ
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【参考】適切な塩分と水分補給の方法

18



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製 転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

【参考】2018年度に実施した主な熱中症予防対策
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【ＷＢＧＴ表示器・時計設置場所】

＜１０個所：固定＞
①物揚場前Ｇ⇔Ｙ装備切替所
②高性能アルプス建屋前

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
③１～４号水素供給装置東側

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
④ふれあい交差点付近
⑤技能訓練センター付近

Ｇ⇔Ｙ装備切替所
⑥５，６号Ｓ／Ｂ脇
⑦登録センター前
⑧免震棟前
⑨入退域管理棟（駐車場側）
⑩入退域管理棟（新事務本館側）

【給水車設置場所】
＜３個所＞

①土捨て場北側
②Ｈ６タンクエリア
③ＣＣＲ装備交換所南側

【参考】管理対象区域の運用区分
／給水車設置／ＷＢＧＴ表示器・時計設置

① ②
③

①
⑥

②

④
⑤

③

⑦

⑧

⑨
⑩
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以 上
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